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獨
逸
の
社
會
政
策
學
會
は
、
.一
九
ニ
九
年
九
月
キ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
に
開
か
れ
た
る
同
委
員
會
に
於
て
憤
値
論
の
討
論
を
議
決
し
た
が
之 

が
爲
に
は
解
釋
の
相
遠
や
說
明
の
阻
齬
を
前
以
セ
豫
防
す
.る
必
要
が
あ
る
の
で
、
同
黍
員
會
は
各
價
値
學
說
の
箸
客
達
に
自
己
の
繆
說 

'の
敍
述
を
請
求
す
る
こ
と
、
し
た
。
此
依
賴
は
比
較
的
容
漏
.に
容
れ
ら
れ
て
、

I
V
卷
の
書
と
し
て
之
を
具
體
化
す
る
こ
と
が
出
來
る
に 

至
つ
た
0
其
處
で 

一
^
三
一
年
九
月
に
、、ハ
ン
べ
ル
グ
に
於
て
開
催
さ
れ
，る
こ
と
に
爲
つ
た
討
論
會
の
謂
は
V
下
書
き
と
し
てr

價
1C
論 

の
諸
問
題」

^Mobleme der wertlehre
)

と
題
す
るI

-*
が
一
九
三

••
—
#
に
伺
學
會
ょ
り
發
.行
さ
れ
た
。
次
い
で
本
平
に
至
つ
て
、
該 

时
論
の
.次
第
を
纏
め
た
る
一
書
が
同
じ
標
題
の
下
に
第
|
ー
部
と
し
て
刊
狩
さ
れ
た
。
此
處
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
の
は
第
一
部
の
方
で
あ 

る
？.理

論
經
濟
學
に
於
て「

價
値
論」

ほ
ど
色
々
な
學
者
の
主
張
が
相
違
し
、
其
、見
解
が
多
岐
多
端
に
；苴
つ
て
届
る
も
の
は
無
い
で
.あ
、ら
ぅ 

と
は
ょ
く
言
は
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
此
書
せ
其
事
情
を
.全
く

裹

-«
す
る
も
の
\
如
く
執
筆
せ
.る
十
人
の
擧

.#
が
何
れ
も
皆
多
少
な
り
と
.
 

i
相
連
せ
る
見
解
を
述
べ
て
居
る
。
が
考
察
を
更
に
一
歩
進
め
る
な
ら
ば
此
等
の
相
違
は
必
し
も
根
本
的
な
意
見
の
相
違
か
ら
來
て
居 

る

.%
の
で
な
く
、
.其
底
に
：は
多
分
に
共
通
な 

ー
0
:©
擧
說
が
流
れ
て
居
^
こ
と
に
氣
が
附
く

':
0
共
通
な
蔡
說
と
は
何
で
あ
る
力
。
そ
れ 

「

價
値
S

賭
間
題j 

1
Q

七

(
1
5
.
1
〕



"價
値
論
の
諸
.間
題
‘

i
o八

(
一

一
四
5

は
即
I

謂
I

界

效

用

學

馨

I

.
眼
I

用
I

I

の
第
四
分
.の
1

以

來

響
^

占
め
た
る
觀
が
f

、
：其
以
來
幾
多
の
皮
對
學
說
|

慶

攻

擊

農

基

遇

し

"て
居
る
が
、

未
裏
主
た
る
勢
力

I

失
し
I

ら 

ぬ
様
で
あ
る
。
.固
ょ
：I

が
主
張
さ
れ
た
當
時
其
儘
：の
姿
で
霞
說
が
維
持
さ
れ
.
.て
居
る
譯
S

.
な
く
、.
欉

A
I

捏

之

を

崔

C
を
 

け
た
。
が
限
界
效
用
說
溪
本
的
養
た
る
價
|

_

的

麓

I

に
配
す
る
S

溝

觀

f

以
て
す
る
I

は

の
何
れ
に
も
共
通
な
要
素
で
あ
る
。 

f 
5 

.玫
备
に
收
め
ち
れ
^
る
蕃
#
と
其
標
題
は
次
の
如
く
で
あ

0̂

:

:

;

'

.

,

,

OsxarMorgenstein (

^
ポ
^

^
主
觀
的
價
値
の
理
論
の
三
種
め
基
本
型
式
1-
:
-.
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u
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(
B
l
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「

經
濟
的
平
衡
め
學
說
ド

'

.

-

L

l

r

M

l

f

)
「

塵

主

養

讓

S

場
.
！

'■■
'
,
ハ

..同 

'

「

經

濟

學

霧

に

.對
す
る
反
對
論
の
、翁

的

根

據」

，

.'.パ
ン 

W

巨

1
 K

r
l
h
a
r
d
t

 (

M

-g
;

s
t
e
r
.

)

.

「

汐

^
^

Robert 

L
i
e
f
m
a
n
n 

(Freiburg in 

B
r
.
)
「

價
値
論
並
に
限
界
收
益
說
に
就
て」

Friedrich 

Gottl- 〇
ttlillenfeld 

(Berlin )
「

余
の 
R
rt
-A
.冊
•
斥」

Franz 

〇
ppenheimer 

(Frankfurt a. 

M

o「

經 

論 

H
a
n
s
N
e
i
s
l

 

(
B
e
r
l
i
n
)
「

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
と
主
觀
的
赝
値
瀹

，
1 

O
t
h
m
a
r

 

S
p
a
n
n

 

(
W
i
e
n
)
「

全
體
主
義
の
價
値
論
並
に
價
格
論
の
耍
點」

Wilhelm 

V
I
I
C
K
a
n
f

 e
r
g
v
「

價
値
論
の
.擁
謹
の
爲
に」(

俱
値
論
(0
撖
斥
の
粮
底
に
橫
る
思
想
|

の
批
5

此
中
：モ
'ル
ゲ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
、

.ミ
ー
.ゼ
る
及
び
フ
へ
ロ
ヘ
イ
：
ゲ

ル

V

ス
：
は

明̂
な
主
觀
主
義
論
者
で
あ
る
、。
パ
レ
ー
ト
ー
の
跡
を
追
ふ
フ
I 

ル
ラ
ン
^
カ
ツ
セ
ル
を
補
芷
す
へ
る
ク
^
ム
プ
ハ
ル
'ト
.も
：又
.は
.マ
'ル
>
.シ
.ズ
'ム
：と
.中
：
觀

的

價

値

論
.と
.を
.安
協
さ
せ
や
ぅ
と
す
る
ツ
ァ
イ
ス 

ル
も
效
用
說
の
流
を
汲
む
も
の
.と
觀
セ
.ょ
い
-0
'
主
觀
生
義
學
說
に
堂
.々
と
叛
旗
を
翻
す
も
の
は
、
' 一
種
の
勞
働
價
値
說
を
稱
..へ
る
オ
ッ 

ベ
：ン
ハ
イ
マ
ー
、
全
體
主
義
者
シ
ユX

ン
及
び
價
値
論
無
用
論
者
た
る
ゴ
ッ
ト
ル
■と
リ
ー
フ
マ
：ン
で
あ
る
。

-.

此
中
リ
.
1フ
マ
ン
の
限
界 

收
益
說
は
限
界
效
用
.說
ぬ
改
造
で
あ
る
.と

は

•
.
一

 
般
の
，定
說
.で
.あ
ら
ぅ
。
' ゴ
ッ
ト
ル
の
學
說
は
一
ゑ
如
何
.に
も
效
/|
]
學
說
を
非
難
す
.る
も 

の
、
.如
く
で
あ
る
が
、
嘗
て
筆
者
が
述
べ
た
如
く
結
局
自
說
の
中
に
效
用
說
を
多
分
に
採
入
れ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
居
る
。

斯
X
通
觀
す
れ
'ば
憤
値
學
說
.は

，
一

見

十

人

十

色

の

如

く

.で
，
あ
る
：が

、
.そ
れ
は
多
く
說
明
の
方
法
な
り
對
象
に
對
す
る
«
方
な
り
の
相 

違
に
基
く
も
の
X
様
で
あ
.る
。
.價
値
並
に
價
楮
塊
象
其
物
は
主
觀
的
要
素
を
俟
つ
て
初
め
て
發
生
す
"る
も
の
で
あ
り
之
の
說
明
に
限
# 

的
價
値
觀
念
を
'必
要
と
す
る
と
い
ふ

こ

と
'は
.現
在
の
.價
値
學
說
に
在
つ
て
は
廣
く
一
.般
的
E
谷
認
.せ
ら
れ
た
る
も
の
X
如
く
で
あ
る
。

次
に
簡
單
に
紹
介
す
る
各
著
者
め
主
張
は
斯
る
感
を
深
か
ら
じ
む
る
で
あ
ら
ぅ
。

:

:
モ
ル
，ゲ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
の
說
く
所
に
'依
れ
ば
.

c .1

1
四一

一
頁)

所
謂
る
限
界
效
用
說
は
，元
來
、
塊
太
利
學
派
.の
名
稱
を
受
く
べ
き
も
の 

で
あ
つ
て
、
時
の
經
過
と
共
に
種
々
な
る
目
的
に
之
を
利
.用
す
る
爲
に
、
そ
れ
は
色
々
&

更
を
蒙
.つ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
其
變
化
に 

11

一
つ
あ
る
o 

.
一
，つ
は
ロ 

i
ザ
ン
ヌ
派
の
平
衡
論
、

1

0は
マ
ー
シ
ャ
ル
の
率
ゐ
る
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
學
派
殘
る
一
つ
は
ジ
ョ
ン
•
ビ
ー
•
 

ク
ラ
1
ク
を
首
と
す
る
瓯
米
利
加
學
1

^
ち
之
で
あ
る
0
.

.

モ
ル
ゲ
ン
シ
_ユ
タ
イ
ン
は
此
等
の
學
派
の
菡
礎
を
形
作
る
所
.の
嗔
太
利
學
派
の
根
本
现
論
を
ば
先
づ
交
易
な
き
車
純
經
濟
の
.假
定
か
.
 

ら
始
め
て
交
易
經
濟
.の
社
會
に
順
次
敷
衍
：し
て
適
用
し
な
が
ら
、效
用
說
に
加
.ベ
ら
.れ
た
諸
種
の
，攻
擊
.に
答

へ

て

居

る

。
即

ち

價

値

.の
大 

さ
の
测
定
可
能
な
り
や
否
や
の
問
題
に
就
て
.は

|
:定
_の
絕
對
的
高
.さ
を
確
定
す
る
.こ
と

、の
本
可
能
で
.
.あ
.る
が
又
不
必
耍
で
あ
，.る
こ
と
を
.

「

寝

論

の

.諸
間
.：題
‘ 

1
0九

(
一:

1
四
. 三
>
:



I

I

題
.

」 

ニ 

0 

(

ニ

謂)

說

き(

一
一
一
一
ー
一
四
頁

)

原
子
論
的
.傾
向
に
關
ず
.る
非
難
に
關
'.
し

て

は

‘

效
.用
■說
が
必
し
も
一
財
：の
値
値
を
ば
全
く
他
时
：の
憤
値

t

C J 

.

係
f

の
と
考
へ
る
も
の
で
な
い
I

.を
辯
明
し
、必
ず
全
體
と
'の
關
係
に
於
て
之
を
觀
察
せ
る
次
f

ii
明
す
る
0

2『

エ

三
頁) 

| 

叉
费
用
に
關
し
て
は
そ
れ
が
类
は
れ
た
る
效
用
>
.、即
ち
或
る
ょ
り
蜇
要
な
る
欲
.望
.

Q

滿
足
の
爲
に
そ
れ
ょ
り
僅
に
一
歩
.丈
け
碁
性 

; 

の
劣
れ
る
欲
望
滿
兄
に
役
立
？

：の
の
效
用
を
放
棄
す
る
其
放
棄
せ
ら
れ
た
る
效
用
が
結
局
費
f

意
味
す
る
と
解
釋
し
て
费
W
と
效 

, 

用
，と
が
相
調
和
す
ベ
き
性
質
の
も
の
.な
る
こ
と
を
明
に
す
る
。r

一
 

四
丨

一'五
頁)

次
い
.で
口
ー
ザ
'ン
ヌ
學
派
に
論
及
し
、
同
學
派
の
代
表
的
學
者
と
さ
れ
て
居
る
パ
レ
ー
ト
ー
の
オ
フ
ラ
リ
ミ
テ(opheliBitet) 

i 

即
ち
一
程
旋
の
欲
望
を
意
味
す
る
も
の
.で
あ
：つ
て
決
し
て
欸
用
概
念
を
離
視
し
て
成
立
す
る
概
念
で
は
な
い
こ
と
、
又
所
謂
る
平
衡
論 

な
f
 

Qは
價
値
證Q

原
因
が
單
一
で
な
く
多
數
で
意
故
§

値
は
麗
的
で
な
く ff

數
的
に
解
釋
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
と
い
ふ 

主
豇
で
，あ

る

が

填

太

羽

學

泥

.は
決
し
て
_
數
的
說
明
を
否
定
す
る
も
の
で
な
く
唯
$
現
實
に
存
在
す
る
函
數
的
關
係
を
ょ
り
具
1|
匕 

し
て
說
明
す
る
爲
に
因
艰
的
方
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
こ
と
な
と
を
說
くC .(

ニ
ニ
丄
一
六
頁)

モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

.は
更
に
、
平 

1?
&
に
於
て
伊
1
と
費
用
.と
の
關
係
が
不
明
瞭
な
る
之
と
、
又
'パ
レ
ー
ト
ー
.の
オ
フ
ェ
リ
ミ
テ
の
概
念
排
斥
は
結
局
徹
^
し
切
^
ぬ
次 

.第
を
指
摘
し
て
居
る
。

英*

米
の
學
派
は
如
何
と
い
ふ
に
"
英
國
は
マ
.丨
シ
.ャ
ル
、キ
ャ
ナ
シ
、
エ
ッ
デ
ヮ
ォ
丨
ス
等
の
率
ゐ
る
所
で
あ
る
が
，
古
典
學
派
と

. 

の
調
和
を
試
み
る
外
、元
の
襖
太
利
學
派
に
對
し
.て
多
大
の
進
歩
を
示
す
所
な
く

何
等
體
系
的
売
成
を
潇
ら
さ
ぬ
有
様
で
あ

る

と

い

ふ

。

. 

米
^
に
於
い
て
は
效
用
說
は
ク
ラ
ー
ク
に
依
つ
て
著
し
く
歷
臾
學
派
の
.方
向
に
肋
げ
ら
れ
た
形
で
あ
る
0
此
肋
歪
は
米
國
の
行
動
主
義 

の
、も
理
學
Q
r響
に
侬
る
も
の
で
あ
.る
が
、
モ
ル
..ゲ
ン
.シ
ュ
：タ
.イ
シ
.は
之
に
對
し
て
.

「

填
.太
利
學
派
の
獨
自
に
生
み
出
せ
る
心
理
的
恶 

礎
は
如
何
な
る
心
理
擧
派
と
も
如
何
な
る
點
に
於
て
も
無
關
.係
で
あ
る

」
(

ー
--
ー一
.頁〕

こ
と
を
斷
言
す
る
。
即
ち
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン

は
心
理
擧
的
に
仙
げ
ら
れ
た
る
米
國
の
效
用
說
を
不
疋
當
な
も
の
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。 

‘
 

モ
.ル
ゲ
ン
シV

タ
ィ
ン
の
結
論
ば
こ
ぅ
で
あ
る
o
-結
局
三
種
の
恙
本
的
型
式
.の
'基
礎
は
燠
太
利
學
派
の
理
論
で
あ
つ
て
、
此
甚
礎
は 

該
學
說
が
如
何
な
る
進
步
を
向
後
成
じ
遂
げ
や
ぅ
と
も
不
變
で
あ
る
と
。

次
の
フ
ー
ル
ラ
ン
の
經
濟
的
平
衡
論c

四
五—

七I.

頁)

は
專
ら
平
衡
論
の
：方
法
論
的
議
論
で
あ
.る
。
先
づ
科
學
は
現
實
に
對
し
て
柚 

象
を
施
す
こ
と
に
依
つ
て
の
み
可
能
と
な
る
こ
と
如
ら
說
き
起
し
、
經
濟
學
の
爲
に
ば
經
濟
人C

H
O
I

 

e
c
o
D
o
m
i
c
u
s
)

の
假
定
、
經
濟 

的
原
則
の
假
觉
そ
れ
か
ら
個
々
の
相
互
間
並
に
全
體
に
艇
す
る
或
凾
數
的
關
係
の
想
宠
の
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
ベ
る
。

更
に
坐
產—

交
換—

消
#
丨
生
1

•
の
相
關
々
係
を
一
體
と
し
て
見
る
こ
と

の
必
要
を
說
き
、
又
^
#1
的
方
法
の
採
用
が「

, 

單
に
材
料
の
精
製
.の
爲
の
實
際
的
要
具
に
外
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
：
.i:
ハ
論
理
的
性
質
ょ
り
觀
れ
ば

^-
謂

る

數

學

的

經

濟

學

激

が 

'

爲
ず
所
の
.も
の
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
理
論
家
が
爲
す
所
の
も
の
：と
何
等
變
：つ
て
居
ら
ぬ
：の
で
あ
：る」

こ
と
.を
主
張
す
る
。
.終
り
に
頗
る
钟 

免
的
な
る
平
衡
論
を
如
何
に
.し
て
動
態
理
論
に
發
展
せ
し
む
可
き
か
の
：「

最
大
重
.要
の
，問

題

を

提

出

し

、

光

づ

經

濟

的

.平

衡

の

溶

間

的 

要
素
た
る
地
位
の
制
限
に
關
し
第1
1

に
數
學
的
生
物
學
の
要
素
即
ち
經
濟
人
の
制
限
に
關
し
、
第
三
に
組
織
的
要
素
即
ち
社
會
成
員
の 

性
質
に
關
し
て
新
に
種
々
の
.條
件
を
想
定
せ
权
ば
た
ら
.ぬ
と

述

べ

て

居

る

。;;
,

パ 

斯
く
し
て
フ
ル
ラ
ン
は
結
論
と
し
て
經
濟
的
平
衡
論
の
最
も
緊
切
な
る
任
務
は
.此
抽
象
的
な
.る
理
論
を
ば
如
何
に
現
實
CP
經
濟
相
に 

當
篏
め
て
說
明
し
て
行
く
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
と
說
く
。

li
t
論
文
に
め
て
吾
々
は
杣
象
的
®

㈱
の
方
法
？

，の
辨
解
を
能
く
知
る
こ 

と
が
出
來
る
。 

• 

.，

次
に
揭
げ
ら
れ
た
る
ミ
ー
ゼ
ス
の「

芏
觀
、36
義
^

^

|

」

ハ
七
五—

九
ヨ
頁
岌
び
3取
後
.に
歷
か
れ
た
同
じ
箸
者
(0
.

「

經
濟
现
論
に
對
す 

る
抵
抗
の
心
理
學
的
戚
礎」

0

一
 
七
五
丨
一
一
九
五
頁

)

な
る
一
一
つ.の
か

論

文

は

限

界

效

用

學

說

：に
加
べ
，ら

.れ
，た

る

非

難

に
»
す

る

れ

.々

な 

1價
齋
謫
の
諸
間
題

」 

J
1
i

2

1
四
五〕—



「

M

i
の
.諸
_
題
,-
;

ニ
ニ
：
 

0

】

ノ

辨
明
や
方
法
論
的
說
明
や
或
は
.マ
ル
.ク
シ
ズ
み
に
對
す
ふ
抗
議
反
駿
だ
ど
で
：、
；着
つ
て
斷
片
的
な
も
：の
が
多
く
取
立
ぃ
て
ぐ
一
々
說
明
す 

る
要
は
な
い
で
あ
ら
う
。
唯
之
釔
讀
ん
で
ミ
ー
ぜ
ス
.の
思
潮
を
端
的
に
知
る
一
助
i
爲
る
效
果
が
.あ
る
：と
は
言
.へ
る
で
あ
：ち
う
。
..

次
.の
カ
ッ
セ
ル
に
關
す
る
ク
ロ
ム
プ
ハ
ル
ト
の
論
文
は(

九
七
丨I

〇
六
頁)

は
力
ッ
セ
ル
の
惯
値
論
無
用
論
に
闕
す
る
簡
單
な
註
釋 

で
あ
る
。
カ
ッ
セ
ル
.の
價
他
論
排
，斥
は
ぞ
れ
が
誤
0
て
居
る
か
ら
排
斥
す
る
と
い
ふ
の
で
&
く
無
益
で
あ
る
か
ら
不
用
だ
と
い
ふ
敎
育 

上
の
目
的
に
出
づ
る
も
：の
^
あ
る
じ
と
、
南
し
で
彼
の
價
格
論
.は
結
局
暗
に
效
用
說
を
承
認
し
：：て
居
る
こ
と
、
併
し
.カ
ッ
セ
.ル
め
效
用 

說
攻
幣
に
.全
然
正
當
な
现S
が
欠
けV

居
.る
の」

で
は
な
い
.こ
.と
な
ど
を
略
述
せ
る
小
論 

カ
ジ
セ
ル
の
懷
値
論
の
特
質
を
知 

る
に
.は
好
都
合
な
論
文
で
あ
る
。
し
 

.ぐ

.
：
：

.
、
：
. 

'
'
:

リ
.
1.マ
マ
ン
と
ゴ
ッ
ト
ル
-の
論
文(
-r
t

o

lr'
一
 一.

H 

4 

n

s

i四

五

頁

〕

は

：共

：
に

價

値

論

放

棄

說

を

圭

張

ず

る

诌

說

の

..略
 

述
.で
あ
る
o 

V

Iフ
マ
ン
.の
說
は
、：

謂
は
^
極
端
な
：主
觀
主
義
で：„

あ
，令

一

定

.の
財
貨
の
存
在
量
を
.
S
々
し
之
に
就
：て
價
値
を
論
ず
る 

所
の
學
說
は
技
術
的
I
物
質
的
a ；
說
で
知
.つ
て
、〕
價
格
現
象
の
猶
源
に
溯
ら
，ざ
る
も
の
で
.あ
：る
と
し
て
排
培
す
る
0
リ
‘丨
フ
マ
ン
±
全 

く
財
貨
か
ら
絕
緣
し
て
純
粹
に
心
理
的
に
考
へ
ら
れ
る
所
の
快
樂
と
苦
痛(Lust u. 

u
n
l
l
)

と
の
比
較
ょ
り
坐
^
る
攸
益(

E
r
t
r
a
s

 

が
限
#
的
に
均
等
に
爲
る
橫
.に
各
人
が
行
動
す
る
と
い
ふ
.
'こi
か
ら
僙
格
並
に
所
得
：.の
形
式
を
說
明
し
や
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
彼
に 

據
れ
ば「

懷
格
並
に
所
得
.の
形
成
の
交
換
經
濟
的
現
象
は
唯
精
神
的
又
.：は
靈
的
現
象
に
等
し
.い
も
の
で
あ
る」(

一
，一.
7T
.
M

)

の
で
あ
る
。 

限
界
效
用
說
に
就
て
は
、
そ
れ
が
事
實
不
可
能
な
效
用
の
大
さ
の
測
定
可
能
を
條
件
と
す
る
こ
と
、

一
定
量
の
財
貨
の
存
在
置
を
假
宛 

，す
る
不
徹
底
、？
財
貨
論
に
於S

て
.效
用
と
費
用
と
の
間
に
存
す
る
循
環
的
論
理
な
ど
を
缺
點
と
し
て
指
摘
し
て
居
る
、
效
用
說
に
次
い 

で
客
觀
主
義
の
學
說
並
に
凾
數
的
觀
察
法
と
に
批
判
の
鉢
を
向
け
.て
居
る
が
、
何
れ
も
極
め
て
概
括
的
で
あ
つ
て
其
眞
隨
を
窺
ふ
.に
足 

り
ぬ
。
•
.

^-
r

j

_
_
_
_
_
_
_
1
1
-
5
1
.
g
8
5

.ゴ„

ッ
ト
ル
は
自
己
の
價
値
論
棑
斥
の
意
味
を
說
明
す
る
と
と
に
^
め
て
居
るo

即
ち
ゴ
ッ
ト
ル
は
日
く「

余
の
排
斥
は
、
吾
々
の
科
學 

の
中
價
：値

論

と

呼

ば

る

\
領
域
に
含
ま
る
V 

.
一.切
の
も
の
.に
擴
げ
ら
れ
る
の
で
.な
く」

又
.

「

余
は
決
し
て
價
値
論
の
み
に
反
對
す
る
の
で 

無
く
：
：
/;
.余
9
:赫
斥
は
今
ロ
吾
々
の
科
.學
に
於
け
.る
涵
論
.の
進

め

方

全

體

の

，認

識

妣

判

的

態

度

に

關

す

る

も

の

，
で

あ

る

」
(

一
.三
五
頁) 

と
。
ゴ
.ッ
ト
ル
.は
坐
活
と
し
て
の
經
濟
と
い
ふ
觀
ガ
か
ら
全
熝
主
蘼
的
方
法
論
^
採
り
、
，價
値
の
代
り
に
所
謂
る
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ 

ォ
ツ
な
る
新
概
念
を
提
出
す
る
0
經
濟
的
デ
ィ
^
ン
ジ
ォ
ン
;<
?
:は
物
の
長
さ
.
.と.か
大
さ
な
ど
に
比
す
ベ
き
或
數
的
觀
念
で
あ
つ
て
人
間 

の
.總
て
の
fp
M
の
霖
礎
と
爲
る
も
の
で
あ
り
、
.
.同
時

に

又

ゴ

，
ッ

ト

ル

に

依

れ

ば

評

-1
1
の
結
艰
と
し
て
發
生
す
る
も
の
な
の
.で
あ
る
0
經 

濟
的1.

ア
ィ
メ
ン
.、シ
.ォ
ン
は
貨
幣
を
延
じ
セ
明
確
な
數
的
表
現
と
な
り
、
個
.々
.の
價
格
の
規
準
を
示
す
職
分
を
來
す
0
で
あ
る
0
斯
様
な 

考
.へ
方
は
經
滴
生
活
を
認
識
論
的
に
見
直
す
こ
と
か
ら
生
水
て
來
る
の
で
、
之
は
ゴ
ッ
>
ル
杧
依
れ
ば
從
來
の
解
決
す
べ
か
ら
ざ
る
渾 

沌
た
る
價
値
論
等
か
ら
免
れ
て
疋
し
き
途
へ
進
む
爲
に
必
要
な
こ
と
な
0
で
あ
る
0
ゴ
ッ
ト
ル

に
眛
れ
ば
從
來
の
あ
ら
少
る
憤

値
理
論 

は
言
葉
に
捉
は
れ
て
居
る
爲
に
、
固
の
ま
X
の
方
法
論
上
の
立
場
を
固
執
す
る
限
り
決
し
て
此
迷
妄
ょ
り
脫
却
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
の 

で
あ
る
。
：
：

、

,： 

'

'
'オ
.：ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー(

一
目
^
丨
一
七
五
頁〕

は
方
§
|
を
重
要
視
し
古
典
矹
^
濟
學
の
批
判
に
筆
を
起
し
、
砠
値
の
說
明
の
爲
に
先 

.
づ
靜
態
を
假
定
す
る
の
必
要
を
論
ず
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
理
論
の
歷
史
的
性
質
を
强
調
す
る
に
^
め
古
典
學
派
の
誤
が
平
等
な 

'石
自
由
競
#
の
社
會
を
永
績
的
な
も
の
と
考
へ
た
播
に
あ
る
と
‘と
を
指
摘
し
、
封
建
制
鹿
の
：1'
に
於
け
る
特
權
階
級
と
大
土
地
所
贺
と 

の
存
在
、
資
本
：生
義
批
會
に
於
け
る
獨
占
形
態
と
大
土
她
领
有
等
.の
社
會
的
權
カ
を
考
慮
す
べ
杳
こ
^
を
主
張
す
る
0
,

；

次
^
で
ハ
ン
ス
：
ソ
ァ
イ
ネ
ル
；.は
マ
ル
,ク
シ
ズ
.ム
と
.主
觀
主
義
の
價
値
論
に
就
て
論
ず
る
？(

ー
七
^
丨
ー
ー
〇
0
0

先
づ
主
觀
ま
義 

.
の
理
漏
に
就
て
其
創
澈
激
來
最
近
に
.至
る
ま
.で
城
し
遂
げ
：も
机
た
‘る
進
歩
，を
.概
觀
し
又
其
特
質
が
抽
溆
的
な
'る
點
杧
在
る
事
、
從
つ
て 

「

.!
«
値
論
の
賭
.間
題J 

J 

s
 

C
j

广
四
七)
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嚷
驗
的
に
姑
大
激
の
;^

观
0

贺
«

に

孩

つ

て

具

顧

化

せ

^

る
可
专
胜
質
の
冬
の
^

る
で
.と
.を
指
摘
す
^

<

^之
に
對
し
マ
ル
ク
ス
の
^

^
 

理
論
^

熘
る
谓
饗
的
ヤ
あ
り
、康
[«
1

:̂

表
萍
す
る
^

2
:;
$
:
闫
调
^

す

る

も

，
の

で

あ

る

が

爲

忾

ッ

ァ

ィ

ス

，
ル

は

之

：の

'
g
p

な

る
1

論

的

表 

現

や

爲

に

は

、
午
：
觀

生

義

现

舞

め

補

充

:^

换

要

で̂

^

'^
_

.
へ
ぃ
る-?「

前

者

が

值 

格
龙
成
の
問
題
亦
經
濟
の
主
架
部
£
;
を
包
含
す
义
:̂
;.
0

^

考
へ
.
た
^

に
-'
»

し
、
-.

之
を
ば
經
濟
現
象
のj

'

部

と

考

へ

然

も

®

的

現

象 

を
搜
史
に
社
會
現
象
の
1
:
:
.連
鎖
^

考
へ
.た」

.
，2

九
七
頁)

點
に
在
.る
と
.い
ふ
。
；ッ
；ァ
ィ
ス
ル
に
'依

れ

ば

、

經

濟

學

者

の

.任

務

は

マ

ル

ク 

ス
的
方
法
に
從
つ
て〕

.
觉
;.
0

赚
會
的
1

カ
を
考
邋
し
、:
激
會
現
象
の
-

面
と
し
て
の
價
格
現
象
を
觀
察
し
、
之
の
方
向
に
主
觀
主
義
の 

理
論
を
訂
：Jh
し
て
行
く
こ
と
に
在
る
の
で
あ
る
。

:

次
は
シ」

。ハ::
>

で
ぁ
る
$

、
其

說

く

所

は

售

：生

義

の

.

.價

値

論0
約

說

で

あ

る.05

-:

丄

一

五O
M)

シ
ュ
パ
ン
は
原
子
論

㈣

な
る 

限
界
效
用
說
、
ハ
效
用
の
ー
定
の
大
さ
を
.想
究
す
る
が
如
:̂

數
學
派
の
.
理
論
を
全
然
排
斥
す
る
°

經
濟
と
は
諸
'1
:

の
給
付
の
構
成
'で
あ
り 

偾

値

並

：
に

價

格

は

此

構

成

.
--
€
>
.
1:8
|

:0

表
規
な
の
で
あ
る
0

而
し
.て
此
耩
成
は
單
に
機
械
的
に
出
來
上
つ
た
も
の
で
な
：く
或
る
一
つ
の
目 

姻
の
卞
に
成
立
せ
る
有
意
義
在
る
全
體
を
爲
す
も
.の
で
あ
る
の
で
あ
る
0
.
.澌
檨
な
見
方
か
ら
シ
チ
パ
ン
は
平
衡
狀
態
の
假
宛
を
設
け
、 

斯
ゐ
平
衡
狀
應
の
下
ー
に
於

^

各
入
め
|

付
は
全
‘體
也
對
す
名
關
係
か
ら
'制

斷

し

て

效

用

，を

認

め

ら

れ

る

の

，
で

あ

つ

て

一

つ

一

つ

の

效

用 

に
大
さ
な
.ど
：>

い

ふ

も

め.を
認
於
态
■

忆

は

行

か

ぬ
0

で
：
あ.る
0:;效
拥
が
测
觉
不
可
能
で
尨
る
と
い
ふ
こ
と
は
シ
ュ
パ
ン
が
限
界
双
用 

說

：に

對

し

て

熱

^

に
說
く
所
.で
、
^

値
、
.^

ち
^

#

の
^

^

は
::
-

»

j
::
-

_

,
の
中
に
於
け
る
^

位
置
、
一1、

•
個

人

に

取

つ

：
て

の

重

.要
性
、 

•1 

一一

、

個

人

に■%
つ
て
の
其
位
镫
の
宠
耍
性
と
允
侬
つ
ズ
影
«

さ

れ

唸

も

，
の

で

あ

:?
»

を
爲
し
て
居
る
。
從
つ
，て
個
々
の
評
價
は
結
局
或
全 

體9

評
儕
か
ら
派
生
し
て
來
る
も
の
'と
解
せ
ら
れ
：る
，0

で
あ
る
_
0
.
'測
定
不
可
能
な
る
慨
値
、：即
ち
^

:

は
^
$
:
の
外
面
妁
な
使
用
順
序 

が
货
め
ら
れ
る
こ
と
に
ま
つ
て
量
的
表
現
を
得
る
に
至
，る
こ
と
に
爲
る
。

I

1

!

!

1

j

!■

1

!

1

1

I

最
後
に
フ
ロ
イ
ゲ
ル
ス
は
限
界
效
用
說
の
發
親
と
典
に
生
れ
來
つ
た
所
の
所
謂
る
價
値
論
無
用
論
に
對
し
て
愤
値
論
辨
護
の
小
論
文 

を
戦
せ
て
居
る
。
彼
は
ゴ
ッ
ト
ル
を
初
め
力
'ッ
セ
ル
、
デ
ィ
ー
ツ
エ
ル
、
リ
ー
フ
マ
ン
等
の
學
者
を
郯
上
に
載
せ
、
ゴ
ッ
ト
ル
に
就
て 

は
、
彼
の
い
ふ「

言
葉
の
：支
.配」「

言
葉
ょ
り
の
解
放」

が
有
害
無
益
な
心
配
で
あ
つ
て
、
ゴ
ッ
ト
ル
自
身
結
局
效
用
說
の
力
を
藉
り
て
價 

値
現
象
を
說
明
し
て
居
る
次
第
を
指
摘
す
る
o
カ
ッ
セ
ル
と
デ
ィ
ー
ツH

ル
に
就
て
も
同
機
に
彼
ぎ
が
暗
友
裡
に
價
値
概
念
を
然
も
效
.
 

用

價

値

の

概

念

：を

利

用

し

.て
價
格
形
成
を
說
明
せ
る
/

j

と
を
論
證
す
る
。
リ
ー
フ
マ
ン
に
就
て
は
、
.其
獨
斷
、
勝
手
な
解
釋
を
指
摘
す 

る
の
み
で
彼
の
説
を
齅
露
せ
ル
と
し
て
居
る
。
最
後
に
社
會
主
義
の
經
濟
现
論
：に
就
て
一
言
し
て
居
る
が
、
要
ず
る
に
を
れ
は
社
會
學 

に
對
す
る
裝
飾
的
役
割
を
滿
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
獨
自
の
經
濟
理
論
と
し
て
は
何
筝
蜇
要
性
を
認
め
や
ぅ
と
し
て
居
ら
ぬ
。

以
上
が
粗
.雜
な
が
ら
儕
値
論
集
の
紹
介
で
あ
る
0
モ
•ル
ゲ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
の
效
用
說
の
發
難
の
徑
路
に
關
す
る
論
文
に
始
つ
て
フ
ロ 

イ
ケ
ル
.ス
の
.
.效
用
說
#=
誰
に
終
る
此
論
文
集
を
1:
讀
し
セ
、
吾
人
.は
猶
ほ
效
.用
.說
.が
■依

然

と

し

て

價

俯

學

說

Q
:

主
た
る
勢
力
な
る
次
第 

を
窺
知
す
る
を
得
る
。
シ
ユ
パ
ン
の
如
き
或
は
オ
ッ
ペ
シ
ハ
イ
マ
ー
の
如
き
效
用
說
と
全
く
立
場
を
異
に
す
る
論
者
が
自
說
の
反
對
論 

と
し
て
何
ょ
り
他
の
異
說
を
擧
げ
ず
に
效
用
說
を
擧
げ
る
の
も
亦
、
該#

說
が
學
界
に
於
て
未
だ
頗
る
樊
な
勢
力
を
有
し
て
居
る
有 

樣
を
反
映
す
る
も
：の
と
見
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。
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